
ィ
、
正
常
防
衛
主
緊
念
滋
難
と
の
観
念
並
巳
要
件
を
あ
げ
よ

ロ
・
犯
意
と
過
失
と
の
区
別
を
一
訴
し
、
過
失
の
有
無
を
決
す
る
標

準

ι就
き
知
る
慮
を
池
ベ
よ

ハ
、
債
務
不
履
行
に
代
へ
て
承
諾
を
経
て
殴
打
す
る
行
銭
は
、
そ

の
違
法
牲
を
阻
却
す
る
も
の
た
り
中
否
や

一
一
、
刑
罰
法
令
の
不
知
は
犯
意
の
成
立

ι影
響
な
し
k
ず
る
理
由

如
何

－
統
計
ハ
錦
織
教
授
）
（
ニ
間
選
出
U

ー
、
封
数
曲
線

宮
、
樹
脂
準
備
選

3
、
統
計
国
表

4
、
計
算
的
平
均
値
と
位
置
の
卒
均
値
主
の
差
異

＠
商
業
史
（
木
村
事
長
）

ー
、
欧
米
商
業
史
よ
り
何
を
欝
ぴ
符
し
か

2
・
産
業
革
命
後
の
英
図
の
商
工
業
後
濯
の
綬
棋
を
認
し
、
所
感
を

越
ベ
よ

・
原
債
計
算
〈
一
一
一
建
設
授
〉

ー
、
原
債
計
算
係
に
於
て
間
接
原
料
の
障
問
し
庫
民
し
を
整
理
記
帳

ず
る
方
法
手
順
を
問
ふ

2
、
ヱ
場
開
援
費
配
蹴
方
法
と
し
て
直
接
賃
銀
配
賦
法
を
採
用
す
る

の
可
否
を
悶
ふ

五

四

編

輯

後

記

一

念
頭
た
飾
る
に
大
塚
数
授
の
貴
重
な
る
御
投
稿
を
恭
〈
し
た

ζ

ざ
た
誌
上
た
以
て
感
謝
致
し
主
ナ
。
同
論
文
の
御
投
稿
に
依

っ
て
．
合
諮
問
弘
行
を
敢
行
し
、
内
情
什
充
貨
を
計
れ
た
こ
と
か
喜

吋
げ
た
い
。

一
九
三
四
年
皮
の
本
事
舎
の
飛
躍
的
活
動
は
専
ら
嵐
の
如
き

拍
手
を
以
て
迎
へ
ら
れ
た
講
演
合
主
篤
撃
の
士
に
依
っ
て
熱
狂

的
に
支
持
さ
れ
た
研
究
舎
に
指
針
が
向
け
ら
れ
た
結
果
・
本
誌

に
は
愚
生
論
文
ニ
っ
さ
い
ふ
貧
弱
さ
で
は
あ
っ
た
が
・
久
し
振

り
に
淘
特
の
見
解
の
茂
木
君
の
卒
業
論
文
・
民
族
単
の
一
章
、

s
・o
－
s線
上
の
支
那
農
業
問
題
研
究
の
第
一
歩
か
踏
み
入
れ

た
一
一
一
崎
君
の
論
文
ハ
少
し
〈
冷
徹
な
る
分
析
が
望
歩
た
い
〉
。
を

待
た
。
朝
鮮
糾
湾
出
比
に
関
す
る
資
料
断
片
は
新
し
い
試
み
さ
し

て
の
紹
介
．
附
録
と
し
て
昨
年
度
の
試
験
問
題
を
掲
載
し
た
諸

君
の
御
参
考
に
な
れ
ば
幸
誌
だ
ω

諾
討
！
我
無
張
つ
で
試
験

を
無
事
遜
過
L
給
へ
。

新
血
中
期
か
ら
は
、
新

L
い
意
気
さ
情
熱
を
以
て
経
済
盛
舎
の

活
動
を
積
極
的
に
膝
援
し
て
〈
れ
給
へ
q

ハ
Q
U




